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研究要旨  

厚生労働省科学研究費補助金事業として平成 20 年度に開始された非血縁者間末梢血幹

細胞移植の本邦への導入に関する研究は、その目的の一つに本邦における骨髄バンクコ

ーディネートの短縮があった。平成23年に開始された非血縁者間末梢血幹細胞移植の最

初の51例の観察研究におけるドナーコーディネート期間は125日（69-274日）であり、

今回はその後の経過を検討した。平成 26年度から 29 年度の患者登録から移植日までの

ドナーコーディネート期間中央値は、骨髄移植(BMT)が 132～149.5 日、末梢血幹細胞

(PBSCT)移植が 122～138.5 日で、PBSCT の方が 6.5～25 日短縮していた。しかし諸外国

と比較して依然として長く、さらなる短縮のためにはコーディネート期間の短い海外バ

ンクの実情の調査が必要である。 

 

Ａ. 研究目的 

平成29年度は、平成23年に開始された非血縁者

間末梢血幹細胞移植の主目的であるドナーコーディ

ネート期間の短縮がなされているかを調査するため、

当初の51例（平成23年1月～平成26年 6月）以降

の経過を検討した。 

 

Ｂ. 研究方法 

平成26年度から29年度の4年間の末梢血幹細胞(PB)移

植におけるドナーコーディネート期間の推移を骨髄

(BM)との比較を含め検討した。 

＜倫理面への配慮＞ 

ヒトを対象とする臨床研究倫理指針を遵守して行

なわれた。 

 

Ｃ. 研究結果 

平成26年度から29年度の患者登録から移植日ま

でのドナーコーディネート期間中央値は、骨髄移植

(BMT)が 132～149.5 日、末梢血幹細胞(PBSCT)移植

が 122～138.5 日で、PBSCT の方が 6.5～25 日短縮

していた。平成29年度は、BMTが 134日、PBSCTが

122日と、これまでで最短のコーディネート期間で

あった。また平成 29 年度は、PBSCT の割合が全体

の14.7％（平成28年度は9.9％）と増加していた。 

 

Ｄ. 考察 

 昨年度、非血縁者間末梢血幹細胞移植の最初の51

例の観察研究におけるドナーコーディネート期間は、

骨髄移植と比較して3週間以上の短縮が認められ、こ

れは自己血採取のために必要な期間である3週間と

ほぼ同じであったと報告した。今年度はその後の推



移をBMと比較を含め検討した。BM、PBともにコーデ

ィネート期間が短縮の傾向があり、当研究班の成果

があったものと考えられた。しかし諸外国（米国96

日）と比較して依然として長く、さらなる短縮のた

めには、コーディネート期間の短い海外バンクの実

情の調査が必要である。 

 

Ｅ. 結論 

平成29年度の非血縁者間末梢血幹細胞移植のドナ

ーコーディネート期間は122日であり、平成26年の127

日と比較して短縮が認められたが、米国の96日と比較

して依然として長いため、さらなる短縮をめざした取

り組みが必要である。 
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